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ているときはどうなっているのかなどいろいろ考
えさせられました。これも予想通りかもしれない
のですが無重力とわざと回転させて1Gを付加した
ものだと骨の状態などに大きな変化が認められる
そうで、遺伝子発現なども含めていろいろな比較
解析が現在行われており結果が楽しみです。さら
に特筆すべきは、通常これまでの他国モジュール
での動物飼育に関しては、飼育中あるいは地上に
帰還時に死んでしまうことが多かったようで、今
回日本の飼育実験ではすべてが無事生還したとい
うことでこの分野でも日本の技術力が高いことが
立証されたとのことでした。
いずれも現役バイオメディカル・カリキュラム
受講生や研究会会員のみならず、女子医大の臨床
医や学部学生も参加して活発な質疑応答が行われ
ました。最初は、あまり皆が興味を持ってくれな
いのではと危惧しましたが、この2回の参加者の熱
心さから、今後も継続的に行っていく予定です。
可能であれば宇宙飛行士にも来てもらいたいと考
えていますし、具体的な宇宙医療に関する議論も
深めていきたいと思います。まだまだ始まったば
かりの勉強会ですので、ご興味のある方は次回か
らでもご参加いただければと思います。
◇勉強会・セミナーの講師を募集しています。
広いテーマで講師を募集しています。開催は平日の夕方６時頃から１時間程度を基本としていますが、
応相談です。自薦他薦は問いません。事務局へのご連絡をお待ちしています。
◇開催案内メールの送付を希望される方は、事務局までお申し込みください。
【未来医学研究会 事務局】E-mail：mirai.aa@twmu.ac.jp　　FAX：03-3359-6046
